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I資料 1 -

小児人口予測と推計患者数

小児(15歳未満)人口推移 (単位:人)し
. 盟 :

2005年 20fo年 20誌年 2020年 2025年 2030年 2035年

総人口 138,963 14 f,0 11 14 1,376 140,462 138,525 135,790 132,366

15歳未満人口 2 1,434 20,463 18,484 16,745 15,48 1 14,732 14,118

※小児人口推移(三重県)

2005年 20 To年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年

15歳未満人口 267,0 72 249,347 223,842 199,329 18 1,976 171 3 16 162,035

(単位:人)

平成17年(2005年)患者調査 (単位;千人)

三重県 入院 外来

0 ~ 4歳 0 .2 5 .O

5 ~ 14歳 0 .3 5.2

15歳未満 0 .5 10.2

小児推計患者数推移 (単位:人 / 日)

2005年 2010年 20 15年 2020年 2025年 2030年 2035年

入院 40.1 3 8 .3 34.6 3 1 3 29.O 2 7.6 26.4

外来 8 18.6 78 1 5 705.9 639.5 59 1.2 562.6 539.2

※桑名市小児推計患者数=
三重県小児患者数×1000

×桑名市小児人口
三重県小児人口

/
/



国民健康保険加入小児の年齢区分別医療機関受診状況

2 1年 2 2 年

入院 外来 入院 外来

年齢区分 被保険者数 件数 受診率 被保険者数 件数 受診率 被保険者数 件数 受診率 被保険者数 件数 受診率

0歳 157 92 59 157 1,22 1 778 153 124 8 1 153 1,332 87 1

1歳 156 19 12 156 す,524 977 145 28 蕾9 14 5 l,464 1 0 10

2歳 173 13 8 l73 l,436 830 149 = 7 14 9 1,3 10 879

3 歳 179 10 6 す79 1,568 876 168 5 3 168 1,659 988

4 歳 177 2 T 12 177 1 4 69 830 175 11 6 175 1 583 905

5歳 193 12 6 193 1,500 777 17 6 10 6 17 6 1,427 811

6歳 182 9 5 182 1,235 679 189 to 5 189 1,443 763

7歳 190 3 2 T90 1 110 584 l80 5 3 180 t 105 614

8 歳 196 4 2 196 1,081 552 19 1 6 3 191 1,134 594

9歳 208 11 5 208 1,108 533 す89 3 2 ‐ T89 L 029 544

1 0 歳 2 16 3 ′TI･ 2 16 983 455 204 3 1 204 1,058 519

1 1歳 215 10 5 215 976 454 20 9 4 2 209 926 “3

1 2 歳 197 - 1 197 767 389 202 3 1 202 938 464

1 3 歳 206 7 3 206 778 3 78 l88 15 8 188 774 4 12

1 4 歳 20 2 = 5 202 86 1 4 26 208 2 1 208 704 338

合計 2,84 7 226 8 2,847 17,6 17 6 19 2,726 240 9 2,726 17,886 656

平成23年12月、国民健康保険デ- * 桑名市地域医療対策室で作成

図



I資料3 -

小児科医師数の比較 (対人口10万人)

全国 三重県 桑名市

平成 20 年 12月末現在 厚生労働省 ｢医師 ･歯科医師 ･薬剤師調査｣ より



圓国回桑名市民の市外医療機関受診者数

小 児 科

区 分
平成22年 平成23年

8月 9月 10月 8月 9月 10月

平日 時間内
受診者数

うち入院者数

2 19 230 268

うち入院者数 13 13 lo

平日 時間外
受診者数

うち入院者数

42 33 44

うち入院者数 3 2 5

休日
(日曜･祝日)

受診者数

うち入院者数

5 l3 20

うち入院者数 ′ 0 3 4

産 (婦人)科〔周産期のみ〕

区 分
平成22年 平成23年

8月 9月 10月 8月 9月 10月

平日 時間内
受診者数

うち入院者数うち入院者数

平日 時間外
受診者数

うち入院者数うち入院者数

休日
(日曜･祝日)

受診者数

うち入院者数うち入院者数

平成23年1



桑名市民の市外医療機関受診者数

市立四日市病院

小 児 科

区 分
平成22年 平成23年

8月 9月 10月 8月 9月 10月

平日 時間内
受診者数

うち入院者数

55 43 28 54 54 46

うち入院者数 6 4 2 6 7 8

平日 時間外
受診者数

うち入院者数

8 9 7 10 9 8

うち入院者数 ･ 2 2 l 2 3

休日
(日曜･祝日)

受診者数

転院者数

4 1 7 2 4 7

2 0 1 0 2 1

産 (婦人)科〔周産期のみ〕

区 分
平成22年 平成23年

8月 9月 10月 8月 9月 10月

平日 時間内
受診者数

うち入院者数

49 36 48 58 77 62

うち入院者数 4 2 3 2 5 3

平日 時間外
受診者数

うち入院者数

0 1 1 1 1 0

うち入院者数 0 1 1 1 0 0

休日
(日曜･祝日)

受診者数

うち入院者数

0 0 2 1 2

うち入院者数 0 0 0 0 0 2

平成23年12月市立四日市病院からの情報提供により桑名市地域医療対策室で作成



桑名市民の市外医療機関受診者数

県市総ミ倉医療センター

小 児 科

区 分
平成22年 平成23年

8月 9月 10月 8月 9月 10月

平日 時間内
受診者数

うち入院者数

25 29 2 f 25 25 25

うち入院者数 不明 不明

平日 時間外
受診者数

うち入院者数

2 l 2 0 2 3

うち入院者数 不明 不明

休日
(日曜･祝日)

受診者数

lうち入院者数

0 0 1 0 2 0

不明 不明

産 (婦人)科〔周産期のみ〕

区 分
平成22年 平成23年

8月 9月 10月 8月 9月 10月

平日 時間内
受診者数

うち入院者数

92 丁10 104 79 80 67

うち入院者数 不明 不明

平日 時間外
受診者数

うち入院者数

･ 0 2 0 0 1

うち入院者数 不明 不明

休日
(日曜･祝日)

受診者数

うち入院者数

0 1 0 0 0 0

うち入院者数 不明 不明

/
○

平成23年12月県立総合医療センターからの月報提供により桑名



桑名市民の市外医療機関受診者敷

いなべ総合病院

小 児 科

区 分
平成22年 平成23年

8月 9月 10月 8月 9月 10月

平日 時間内
受診者数

うち入院者数

5 1 35 34 53 4 1 53

うち入院者数 4 2 0 2 1 4

平日 時間外
受診者数

うち入院者数

･ 0 ･ 1 1 0 2

うち入院者数 - 0 0 0 0 0

休日
(日曜･祝日)

受診者数

うち入院者数

6 5 3 3 4 2

うち入院者数 0 0 0 0 0 0

産(婦人)科〔周産期のみ〕

区 分
平成22年 平成23年

8月 9月 lo月 8月 9月 10月

平日 時間内
受診者数

うち入院者数

33 32 29 37 43 34

うち入院者数 3 2 3 1 3 f

平日 時間外
受診者数

うち入院者数

0 0 1 1 0 3

うち入院者数 0 0 1 1 0 3

休日
(日曜･祝日)

受診者数

うち入院者数

0 1 0 0 0 1

うち入院者数 0 1 0 0 0 1

平成23年12月いなべ総合 院からの情 是 により桑名市地域医療対策室で作成



15歳未満傷病者月別搬送者数

収容医療機関名
平成22年

計
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

山本総合病院 30 16 27 11 32 25 19 3 1 20 17 23 3す 282

桑名市民病院 3 3 6 7 8 4 7 4 12 3 2 60

督木記念病院 3 7 6 5 .■- 2 8 2 4 2 6 46

ヨナハ総合病院 2 増･I 4 4 2 ･"‐- 4 4 0 3 2 27

いねべ総合病院 5 6 6 JII 5 9 9 4 2 4 4 9 64

その他市内(いなべ市含) 2 3 2 2 T 2 1 14

市立四日市病院 0 4 3 3 2 2 2 す 1 5 0 0 23

県立総合医療センター 2 0 2 ･ T 1 2 0 2 12

その他市外 増■- 3 2 1 ･ 2 2 2 15

海南病院 ◆‘1 2 5 5 4 6 4 1 6 6 4 11 55

その他県外 2 1 2 1 6

合 計 46 3 1 54 45 65 56 46 58 45 50 4 1 67 604

(単位 :人)･

収容医療機関名
平成23年

計
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 = 月 12月

山本総合病院 25 = 30 26 22 22 13 4 2 3 3 16 1

桑名市民病院 3 2 3 5 4 3 9 4 3 6 5 47

青木記念病院 2 8 5 7 5 6 5 3 8 8 4 61

ヨナハ総合病院 イー･ 3 3 5 2 4 2 ‘I 2 2 4

し、なべ総合病院 6 ･-- 4 3 1 4 4 7 4 1 36

その他市内(いなべ市含) 2 - 3 2 8 5 2 3 27

市立四日市病院 2 5 3 3 5 8 6 5 5 9 , 5 1

県立総合医絲センタ" 4･I 1 ‘･I 1 2 1 5 3 3 3 1 22

その他市外 2 1 1 0 1 6

海南病院 2 5 8 5 7 9 25 23 16 22 2 1 143

その他県外 3 ･ベー- 2 2 4 2 1 17

合 計 43 32 60 56 55 54 78 61 53 54 49 0 595



15歳未満傷病程度別搬送者数

収容医療機関名
平成22年1月 ~ 12月

計
軽症 中等症 鬘症 死亡 その他

山本総合病院 t60 120

-

2

、~‐“ ‐

282

桑名市民病院 45 15 60

青木記念病院 38 フ - 46

ヨナハ総合病院 26 ‘‐' 27

いなべ総合病院 57 5 1 1 64

その他市内 (し、なべ市合) 9 5 14

市立四日市病院 8 12 3 23

県立総合医療センター 0 5 7 12

その他市外 9 4 2 15

海南病院 30 18 5 2 55

その他県外 2 3 1 6

合 計 384 195 19 5 1 604

63.6% 32.3% 31 % Q 8% 0.2%

(単位 :人)

収容医療機関名
平成23年1月 ~ 7月末まで

小計
平成23年8月 ~ 11月末まで

小計 合計
籍二十 中等症 奮ヰ 死亡 その他醉病 中等症 鬘疵 死亡 その他

山本総合病院 8 1 68

市 (一… ぴ“′

149 to 2

, ,しけ,

l2 16 1

桑名市民病院 23 6 29 15 2 1 18 47

青木記念病院 3 2 ･鼈■t･
- 38 19 4 23 6 1

ヨナハ総合病院 15 15 8 ‘亀I 9 24

なべ総合病院 19 ･ 20 15 1 16 36

その他市内(いなぺ市含) 9 9 18 18 27

市立四日市病院 12 すo 4 26 14 11 25 51

県立総合医療センター 3 9 12 6 2 2 10 22

その他市外 3 2 5 1 1 6

海南病院 38 15 6 2 6 1 64 11 5 2 82 143

その他.県外 7 3 4 14 2 T 3 17

合 計 244 116 15 3 0 378 t72 34 9 2 0 217 595

6 4 .6 % 3 0 7% 4 .0 % 0 .8 % 0 .0 % 79.3% 15 7 % 4 1% 0.9% 0 .0 %

軽症

中等症 3週間未満の入院



市外医療機関時間帯別搬送者数

平成23年8月

医 療 機 関 名 平日昼間 平日夜間 休日昼間 休日夜間

い な べ 総 合 病 院 4

市 立 四 日 市 病 院 3 2 I

県立総合医療センター 1 協 1

海 南 病 院 10 10 1 2

(単位 :人)

(単位:人)

医 療 機 関 名 平日昼間 平日夜間 休日昼間 休日夜間

い な べ 総 合 病 院 7

市 立 四 日 市 病 院 2 2 1

県立総合医療センター T 1 1

海 南 病 院 10 2 2 2

平成23年9月

(単位 "人)平成23年10月

医 療 機 関 名 平日昼間 平日夜間 休日昼間 休日夜間

い な べ 総 合 病 院 3 -

市 立 四 日 市 病 院 3 1 1

県立総合医療センター 1 1 1

海 南 病 院 6 9 4 3



市外医療機関時間帯別搬送者数

平成23年11月

医 療 機 関 名 平日昼間 平日夜間 休日昼間 休日夜間

い な べ 総 合 病 院 ･TI

市 立 四 日 市 病 院 2 6 ★

県立総合医療センター 1

海 南 病 院 7 7 4 3

(単位 :人)



市外医療機関 傷病程度別･時間帯別搬送者数

平成23年8月

医 療 機 関 名
軽 症 中 等 症 重 症 死 亡

平日
E宝日一日
平日
夜間
休日
昼間
休日
夜間
平日
尼ヌ門一脚
平日
夜間
休日
E至醇̂=
休日
夜間
平日
E宝皀̂日
平日
夜間 僑晶

休日
布陪静
平日 平日
布間
休日
寝鞏榴一日
休日
夜間

い な べ 総 合 病 院 4

日 一日 日 ･一 ･] J 日 . ･ ‐ □ “‐二一 臼 -- ･一J G･十･･- - - ‐】J 口‐ . ･ 日

市 立 四 日 市 病 院 3 ‘ ･ 1

県立総合医療センター 斗■‘
▲TI 1

海 南 病 院 5 8 ･ 2 3 2 1 1

(単位 ;人)

(単位 "人)平成23年9月

医 療 機 関 名
軽 症 中 等 症 重 症 死 亡

平日
E望日一日
平日
夜眉= 餐畠

休日
夜間
平日
隔試巳̂目
平日
夜間
休日
昼間
休日
有機H
平日
院望罠[日
平日
布倍n
休日
笹野日
休日
夜間蜻
平日
日野日
平日
夜間
休日
昼間
休日
夜間

い な べ 総 合 病 院 7

B “‐一一 二-- ｣ ･ ･ - ‐-｣ - ‐- ' ･ ･ テー･ ･

市 立 四 日 市 病 院 ･ 1 2 1

県立総合医療センター ] ･TI 1

海 南 病 院 8 2 2 2 2

(単位 :人)

医 療 機 関 名
軽 症 等 ; 重 症 死 亡

平日 平日
菊間引
休日
昼間
休日
布階嗣
平日
E宝聟一門
平日
夜間剴
休日
E翌望一日 布品

平日
E豆寵一割
平日
布階罰 貸晶

休日
夜間
平日
際翌日-=
平日
夜間
休日
E翠鬱̂望 輻

い な べ 総 合 病 院 2 ･TI

一日 日

･TI

目 ･ -‐ ･ 目 ･ ‘‐ la ◆ T ･ 日 . ･ □ ･ ･ ･ 日

市 立 四 日 市 病 院 3 f

県立総合医療センター ･ 1 1

海 南 病 院 4 7 4 2 2 1
･

T 1

平成23年10月

---- -- - -- ---- --- --- - --…- - -- . --- ---一一一----一炊 ルー--ノー′′----------
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　 　 　　　　　　　　　　　



市外医療機関 傷病程度別･時間帯別搬送者数

(単位 "人)

医 療 機 関 名
軽 症 中 等 重 症 死 亡

平日 平日
夜間
休日
尾沢日Qは
休日
夜間
平日
目日目
平日
疵階訊烋畠騙 平日白日日 平日菊間 僑畠 休日布謄訥 平日自曰曰 平日右盤厨 休日 休日

い な べ 総 合 病 院 ▲T.･一

-･口‐ -Q J 日 ム… - -.目･ ロ･-‐- - [ ･【i 口･ 【 ･“‘ ロ 餌 - - -問

市 立 四 日 市 病 院 2 5 1 1

県立総合医療センター ･増Ir

海 南 病 院 5 5 4 3 2 T t



匪亜回

　　　 　 　 　 　　　 ‘ "" -- 詩菖 ･ 三

1.相談件数

9月 10月 11月 - 合計 1日あたり

240 180 226 64 6 7 .1

2.相談対象者年齢別集計 3.受付時間別集計
80代 ~

　　　　168 2 6.O

202 3 1,3

156 24.1

区 %
乳児 80 12.4
幼児 266 4 1,2

小学生 85 13 .2

中学生 20 3｣
枚生 5 0 .8
19･20 ~ 30代 84 13 .0
4 0 ~ 5 0 63 9.8

60 ~ 70代 36 5.6

80代 ~ 7 1.f

40を50代麟 “ 80 12.4 22 ~ 翌8シメ ,ゞ
“ 幼児 266 4 1,2 時

12 ~ 18

18 ~ 2 2 時
時

4.診療科別分類集計

整形外科

※その他は、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、泌尿器科、歯科、心療内科、精神科、

5.結果別分類集計【小児科】

別の
、 - 牛 %
家庭看- ･応急処置 39 12.0

未受診 平日一般外来へ 14 4.3
適正料･病院案内 65 20.0
その他 80 24,6
病気･検査の理解 17 5 .2

既受診 平日再診へ 6 1.8

その他 38 = ,7
受診を伴わない単純相談(悩み等)･質問 66 2 0 .3

※その他は、相談の結果、受診の必
要がなくなった等



桑名市母子保健事業に係るデータ等

T.赤ちゃん訪問実施状況

H 16 H 17 H l8 H 19 H 20 H 2 1 H 22

出生数 1,254 1,197 1,24 1 1,Z 6J 1 'Z o′ 1,255 1,242

訪問美人数 193 30 4 283 143 822 t oo7 1,139

実施率 f5.3 25 4 22.8 = .3 65.4 80.2 9 1.7

(単位 :人 ･ % )

2 .乳幼児健診実施状況 (単位 "人 ･(% ))

H 18 H 19 H 20 H 2 1 H 22

4か月
1 ,1 7 5
(9 0 . 2 )

1 ,2 5 4
(9 7 . 6 )

1 , 1 8 6

(9 5 . 2 )
1 , 2 0 2
(9 7 . 2 )

1 , 2 4 7

(10 1 5 )

10 か月
1 ,1 3 8

(8 7 . 2 )
.1 1 6 8
(8 9 . 8 )

1 .議6 6

(8 9 . 7 )
1 , 1 0 5
(9 0 . 1)

1 , 1 7 8

(9 3 . 3 )

1歳6か月
亀2 3 8
(9 5 . 8 )

1 ,1 6 0

(9 4 . 1 )
1 ,2 4 0
(9 6 . の

1 , 2 5 8

(9 6 . 3 )
1 , 1 9 6
(9 7 . 9 )

3歳
1 ,2 2 3

(8 9 .の
1 2 4 2
(9 1 . 6 )

1 , 2 0 3
(9 1 . 3 )

乱 1 5 4
(9 0 . 2 )

1 2 6 4
(9 4 .の

* 虜町恒 、一一旦巨′泉 F子 J ↑ ~ ." 口 * こて) 、 、

3 .すくすく教室実施状況 (単位 :人 ･(% ))

対象者数 参加児数 参加率 父親参加数

H 2 1 1,099 584 531 ･ 47

H 22 f,13 1 659 58.3 47

4 .育児相談 (単位 :人)

H 19 H 20 H 2 1 H 22

回数 29 29 28 30

人数 845 932 1035 109 1

5 .すくすく相談 (単位 :回 ･人)

H 19 H 20 H 2 1 H 22

回数 36 36 36 36

人数 127 144 158 159

○桑員地区合同乳幼児健診委員会
平成14年6月から乗員地区の小児科医、保健所長、保健所保健師、市町保健師等が2か月に1
回、会議を実施しています。
近年の議題は、主に4か月 ･10か月健診フォロー状況報告、市町･保健所からの事例検討を実
施しています。健診フォローの報告では、医療機関で経過観察としたケース"こ市町でどのよう“こ
対応し、どのような経過をとっているか等を報告しています。事例検討では、医療機関との連携
についてや病気の経過、ケースの対応方法について検討しています。その他、予防接種、疾病
について等の情報交換も実施しています。

○出産前後保健指導事業
三重県産婦人科医会、三重県小児科医会、三重県医師会、三重県健康福祉部こども局が主
体となって無料相談を行っています。生まれて間もない赤ちゃんとの生活に不安になったり、と
まどったりしないように産婦人科医の紹介で出産前後において小児科医から子育てについて説
明、指導等を受けられる制度で相談もできます。
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図回
兵庫県立柏原病院の小児科を守る会について

県立柏原病院の小児科を守る会ホームページから抜粋

発足の経緯

丹波市内で唯一、 小児の入院を扱う ｢兵庫県立柏原病院｣の小児科が、 閉鎖の危機にあることを知っ

たのは 200 7 年 4 月 のことでした。

2 人しかいない柏原病院小児科の先生のうち 1人が県の人事で院長に就任。

現場に残されたもう 1人の先生が ｢これ以上の負担に耐えられない｣ と退職の意向を示されたという

衝撃的な記事が地元丹波新聞に掲載されました。
その後、 記事を書いた足立智和記者の呼び掛けで座談会が開かれました。
座談会の目的は ｢柏原病院小児科 ･産科の危機を子育て世代はどのようるこ感じているか? ｣ というこ

とを、 記者自身が知りたいというものでした。

『そんなの困る』 『何でこんなことIこなったの ?』 『これからどうしたらいいの ?』

母親たちからの不満めいた声が続く中、足立記者が ｢お医者さんの勤務がどれだけ過酷か知ってる ? ｣

と声を掛けると、 その場にいた 1人の母親が体験談を語り始めました。

喘息発作の子どもを連れて夜間救急を受診した。

夜 8 時に病院に行くと、 すでに 30 人ほどが待っていた。

やっと診察の順番が回ってきたのが午前 2 時。

入院が決まり病室に通されたのは明け方の 4 時だった。

そのまま親子で寝てしまったが、 翌朝目を覚ますと ｢処置しておきました｣ と書かれた置手紙がベ

ッ ドサイ 閃こあった。

そして、 翌日も普段どおりに診療を行う先生を見たとき、
｢先生、 寝てないんだ｣ ということに気が付いた。

｢うちの子の病気のこと考えたら、

柏原病院の小児科がなくなるんはほんまに困るんや …

でも、 先生のあんな姿見とったら『辞めんといて』 とは、 よう言わん

最後は涙声になっていました。

先生に辞められたら本当に困ってしまう、 そんな母親が、 そこまで言うなんて…
それほど先生方は疲弊していらっしゃるのか…。
子どもが幸い健康で、柏原病院にかかったこともないような他の参加者にとって、この言葉は本当

に衝撃的でした。

それまで不平 ･不満を口にしていた様子はガラリと変わりました。
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私たちは、 お医者さんの過酷な勤務実態、 またその一因に、 患者の無理解による ｢コンビニ受診｣

があるのだということを知りました。

これ以上 ｢先生頑張って｣ なんて言えない。

この現状をもっとたくさんの人に伝えなければ !

たとえこのまま先生が辞められても、 住民に非難されるようなことになってほしくない。
これまでお世話になった先生のために何ができるだろう ?

あれこれ考えた末、 私たちは署名活動を始めました。

5 万筆を超える署名を県へ提出したものの、 期待していた結果は得られませんでした。
行政の対応を待つ間に、お医者さんはどんどん疲弊し、地域から立ち去ってしまうかもしれなし M ･

私たちは学びました。

『人任せにしても解決しない』

行政に頼るだけではなく私たち自身が行動し、お医者さんが働きやすい地域を作るしかないと気付

きました。

お医者さんの増員を願うのではなく、今いるお医者さんを大切にする地域づくりを進めていこうと

決意したのです。

そして住民として出来ることを 3 つのスローガンに込め、 活動を展開するようになりました。

3 つのスローガン

1 . コンビニ受診を控えよう 、1
I
I■‘!
‘“′
!/

2 . かかりつけ医を持とう ‐羽

3 . お医者さんに感謝の気持ちを伝えよう

｢コンビニ受診を控える｣ ということは決して ｢無理して我慢する｣ ということではありません。
ここでいうコンビニ受診とは、軽症にもかかわらず、二次救急のための夜間外来を自己都合で受診する

ことです。

本当に必要な人が必要な時に医療を受けられるよう毛こ、また、病院の勤務医の負担を減らすためにも、
症状に応じて病院と診療所 (かかりつけ医) を使い分けるよう呼び掛けています。
『軽症の人は、 より重症な人に診療の機会を譲りましょう』 ということです。

軽症ですぐに二次救急病院を受診するのではなく、 まずは ｢かかりつけ医｣ で受診しましょう。

そのためにも普段から気軽に相談できる ｢かかりつけ医｣ を持つことが大切です。
守る会が活動を始めて間もない頃、 ｢コンビニ受診を控えよう｣ という呼び掛けが先行し、 かかりつ

け医への受診をも控えてしまう保護者が増えていると知りました。
症状が悪化してから受診するため、 かえって柏原病院への紹介が増え、勤務医の負担になっていると

市内の開業医さんから教わりました。



このことがきっかけとなり、 ｢コンビニ受診を控えよう｣ ｢かかりつけ医を持とう｣ これら 2 つのスロ

ーガンは必ず併せて伝えるよう注意を払っています。

｢お医者さんに感謝の気持ちを伝えよう｣

医療が進歩した今、 治って当たり前という思い込みはないでしょうか ?

具合が悪い時に、 いつでもお医者さんに診てもらって当たり前という気持ちはないでしょうか ?

その考えを改め、 日ごろの感謝の気持ちをきちんと伝えることがとても大切だと思います。

お医者さんに感謝の気持ちを伝えるということを多くの人に実践してもらいたいという思いから、

柏原病院小児科外来の窓口に ｢ありがとうポスト｣ を設置させてもらっています。

集まったメッセージは小児科前の廊下に掲示しています。

また、講演に招待された先でも ｢ありがとうメッセージ｣ を書いていただこうと今では ｢ありがとう

ポスト｣ を持って、 いろいろな所へ行っています。

皆さまに書いていただいた ｢ありがとうメッセージ｣ は一枚ずつ宛先を調べ、宛名にあるお医者さん

のもとにお届けしています。
感謝の輪 (和) が全国に広がることを願っています。
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平成23年 12月 5日

桑名市健康づくり課
地域医療対策室長 様

小児医療を守ろう会
代表
“も
ん
T ~ 一口 う

住所 桑名
電話 - -

質問寮
　
貴会、ますますご隆盛の,ことと、お喜び申し上げます。

さてこの種,小児医療を守ろう会というサ-クルを立ち上げ、活動を開始しております,
小児匿療を守ろう会は、桑名市の小児医療の現状に危機感を持って立ち上げた会です。
つきましては、現在の桑名市の状態について、いくつか質問させて頂き発くゞ お答えい

ただければ幸いと存じます。　
　　

どうぞ、 ご指導のほどよろしくお願いいたします。

.敬具.

①桑名市民 (小児患者) が救急車を要請した場合、どこの病隣と搬送されて
いますか, また、 病気、 怪我、交通事敵の場合とも同じなのか、違うので

しょうが。
② 小児とは14歳以下だそうですが、救急の場合でも厳密に14歳とくぎられ
ているのでしょうか。
⑧ 愛知厚生建海南病院に、受け入れ要鞘きれていると聞きま,したが、弥富市･
もしくは愛知厚生連に対する、市の予算も要請は出されていますか。
④ 救急ではなく、外来で入院が必妻だと、判断された患者に対しては、 どの
ような対応をするよ現こされていますか。
⑤ 添付書類は、作成中の、小児医療を守ろう会の÷般市民向るナチラシです.
内容に不備、誤り等、 ありましたら、こちらもご指摘、ご指導をお願いい

たします。
3

※12月 蹴こ酪 瀕 癪 いますので よろしく細いいたしますo
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割、児医療を守ろう会】の紹介
“小児救急の無くなりた桑名市で子供たちをどう守ろう? ~

今、桑名市では小児救急を見てくれる病院はありま

せん。 .

市内で畦-、夜間 ･休日の小児救急を受け入れてい
た山本総合疵続の小児科常勤医が2人からl人にな

ってしまい、救急患者.入鵬鹿者の離す入れができ

なくなりま･した。そのため、.桑名医師会らが運営す

る応急診療所もこれ!こともない、平日の夜間は無し
土曜日午後 8 時~ IQ 時、日 ･祝日午前 9時 30分 ~

正午, 午後 f時~ 4 時のみとなってし携いました。
今籾柱.は、山本総合癩院の医

師はさら-に減り‘市内

の勤務医は市民病院‘" - ^のみです。
この状況というのは、たとえば、‐輻吐下病症が霧

化･肺幾などになっても入院.する壗所が市内-こない、
けいれん、ぜんを〈発作、アレルギーによるアホフ

ィラキシ-が万-起ぎた増台、救急草で道隣れる務

-喘が市内には無いということです。
これってすごく怖いことじゃないでしょうか?

子供が鷁畿したら,事故にあったらどうしたらよい

のでしようか。
今、子育て中のママたちに何かできることはないだ

ろうか?そんな思いから始まった会です。
行政に綴るだけではなく、私たちが住みよい地域に

するために私たちができることから何か始めまし
'
よう。 ･

彌一躍

鰡
だ
つ
雄
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
軽症にも関わらず、時翻刻ご受験すること瓶 鋤額医を癈弊させ"また重症の人の耕撫の鱸会を奪うことにもなり
ます. 気軽に時間外に受診することはやめ. 時間内にかかりつけ囮にかかりましょう。

翌、児医療を守ろう会】では、メンバーを芽蕪しています。
たいへんなことば何もありませんので、興味のある方は気軽に参加してください。
活動内容 : 広報、啓轢活動、勉強会の開催など。

く代表) …範囲悩睡 豊 ←こちらまで←こちらまで鐘結してください。
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l資料1o l
ナーシングホームもも 代表者 福本さんからの間取り

2 0 1 1.12 .2 1

ナーシングホームももが小児に関わるようになったきっかけ

･名古屋市内の三次医療機関の M S W から間合わせが市障害福祉課か桑名保健所にあり、 24 時間

対応可能な訪問看護ステーションとして紹介をされたことによる。

2 , 現在の小児への関わり状況

･難病児、 重度障害児を訪問看護している

桑名市内 2名

S ちゃん :気管支軟化、 人工呼吸器、 胃ろう

･以前は毎日、 訪問していたが、 現在は月 2 回位

･2 歳までベッドから背中を離すことができなかったが、 6 歳となった今は杖を使っ

て歩行できるまでになった (動画あり、 提供可能)

･療育センターに週 3 回通所

･両親が非常に熱心である

A ちゃん :メンケル病 (銅が足りない)、 チスチニン注射をしている (週 2 回)

･市内病院で通院リハ

･療育センターに適所

東員町 4名

いなべ市 2名

3 . 連携の状況

･小児医療機関

名古屋第一赤十字病院

愛知県コロニー中央病院

あいち小児保健医療総合センター

草の実リハビリテーションセンター 等

･小児科診療所

･桑名保健福祉事務所

･桑名市障害福祉課、 桑名市療育センター 等

桑名市の小児医療体制に望むこと

･診療所の医師がもっと往診をしてもらえるようになるとよいと思う。

･医師の輪番制でもよいので、 桑名市内で、せめて軽症の入院ができるようになると、 ちょっとし

た病気なら遠くに行かなくてもよくなる。

4

5 その他

･名古屋市内の病院は重症の小児患者でもどんどん退院させている。 その際、 家族には人工呼吸器

や吸引、 酸素濃度などの取扱いについてしっかりと教育をしている。

･医療機関や福祉関係機関など周囲の環境によって、子どもたちの可能性は無限に広がることを多

くの人に知ってもらいたい。
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市内(一部いなべ市含む)医療機関分娩件
匝誣回

医療機関名 平成19年分平成20年分平成2 1

(単位:件)
ト、‘

医療機関名
A

平成19年分

566

平成20年分

523

平成2 1年分

565

平成22年分

B 4 16 443 39 f 252
一----

了20
弍

8 10

156

C 133 120 730
D 732 748 795
E

合計
239

? n R R

24 f

クリ75

136

2,o f7

* 件数は平成79 20年分は各医療機関に間取りしたもの
平成21,22年分は県医療政策室から情報提供
*件数には、市外の方含む

体 市内(一部いなべ市含む)医療機関分娩件数

2500 嬢外教ゐなか

n
Y

平成19年分 平成2 0年分 平成2 1年分 平成2 2年分



資料 12

(2) 桑名市の小児医療体制への提言に向けてご議論頂きたい事項について

○一次医療、二次医療の役割分担と連携

･母子保健施策との連携と支援

児童福祉施策との連携と支援

○二次医療を担う病院の診療体制の再構築

○市民協働の推進

急病時の対応の相談、支援

適正受診の啓発と市民活動の支援



資料 13

桑名市小児医療対策会議スケジュール (案)

会議は、 1ヶ月に 1回を目途に開催し、平成 23年度中に桑名市小児医療提供

体制についての提言を取りまとめる。

回 数 開 催 時 期 内 容

第 1回 平成 24年 1月 5日

桑名市の小児医療の現状と課題について

桑名市の小児医療体制への提言に向けてご議

論頂きたい事項

第 2回 平成 24年 1月次頃
J o

桑名市の小児医療体制に関する提言について

(第 1 回会議での桑名市への提言内容に基づ

く議論) rH フ"珍 し

第 3回 平成 24年 2月頃
桑名市の小児医療提供体制への提言 (案) につ

いて

予 備 平成 24年 3月項


